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【中央公民館（第９回）】路線バス利用者説明会 会議録 

１ 協 議 会 名  路線バス利用者説明会  

２ 日   時 令和７年４月２５日（金曜日） １９：００～２０：４５  

３ 会   場 中央公民館 大会議室  

４ 出 席 者 ●上田バス株式会社 新井取締役乗合部長 

○上田市      佐藤都市建設部長、横沢課長、坂口補佐、木角 

 

５ 参 加 者 １５名  

５ 会議概要作成年月日 令和７年５月１９日  

協  議  事  項  等 
 

 

１ 開  会（上田市 交通政策課 横沢課長） 

 

 

２ あいさつ（上田市 都市建設部 佐藤部長） 

 

 

３ 地域公共交通利便増進事業について（上田市 交通政策課 坂口補佐） 

 

 

４ 交通事業者の現状について（上田バス株式会社 新井取締役乗合部長） 

 

 

５ 質疑応答 

●参加者 

  ・公共交通のメリットとして挙げられていなかったが、交通安全につながるということがある。 

  ・自家用車で移動される方は運転のプロではないため、運転の不注意などもある。 

・また、郊外から自動車で街中に来て、スピードを出して運転する方もいるため、是非バスで来てほしいと

思う。 

・その中で、ゾーン制運賃は非常にわかりやすいと思うが、運賃低減バスの頃から運賃が上がるため、郊外

から街中にバスで来る方の増減の見込みがあれば教えていただきたい。 

⇒〇上田市 交通政策課 坂口補佐 

・高校生については定期券料金を据え置くため、そこまで減少しないと考えている。 

・一般の方についても経過措置を設けることで、大きく減少しないと試算している。 

・運賃見直しは 12 年ぶりであるため、どのくらいのインパクトがあるのかは読みかねているが、利用者

の推移を見ながらバス利用について周知していきたい。 

⇒●参加者 

・バス事業の収入も大切だが、市内に住んでいるものからすると、なるべく車利用者が減りバス利用者

が増加するよう、柔軟な政策を行っていただければと思っている。 

⇒〇上田市 交通政策課 坂口補佐 

・様々な方に相談させていただきながらできるかぎり車も減らしていけるよう検討できればと思う。 
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●参加者 

  ・街中に住んでいるが車を所有しておらず、普段バスで移動している。 

  ・実際の運賃が低減運賃の 4 倍かかっているなど様々な問題がある中でも、今回の施策を行いながら、

市と事業者には今後も頑張っていただけると理解した。 

  ・TicketQR の共通券化については是非行っていただきたい。 

  ・また、Google マップでバスを検索しても現状情報が出てこないが、利便性向上のため、検索できるよ

うにしていただきたい。 

  ・バスがたくさん運行されていても、表示されないだけでバスが少ないと思われてしまう。 

  ・バスの空白地帯があると考えており、運転手が少ない中で課題はあると思うが検討いただきたい。 

  ・例えば、上田駅から小牧に向かうルートがないが、新しい住宅や店ができる中で需要が高まっていく

と思う。 

⇒〇上田市 交通政策課 横沢課長 

  ・TicketQR の共通券化については、時間がかかっており申し訳ないと感じている。 

・共通券実現にあたっては、資金決済法という法律をクリアしなければならないため、現在解決に向け

取り組んでいるところである。 

  ・バスと鉄道の共通券化を目指しており、できれば本年 10 月から実現できればと考えている。 

  ・Google マップについては、ご指摘のとおりである。 

  ・現在千曲バスの運行する路線については、すべて検索が可能となっている。 

  ・上田バスの路線については、先ほどの説明にあった運行協定支援事業を実施する中で、5 年間の協定

の前提として、GTFS の整備についても盛り込んでいく。 

  ・上田駅から小牧については、オレンジバスが週に 2 回であるが運行している。 

  ・まず、本事業を実施していくなかで、今後必要な見直しについては皆様のご意見をいただきながら進

めていきたいと思う。 

⇒〇上田バス株式会社 新井取締役乗合部長 

  ・GTFS の整備については人材が必要となってくるため、そのあたりの強化も努めていきたい。 

 

●参加者 

  ・10 年ほど前、大雪が降った際に他のバス会社は約 1 週間バスが運行されなかったが、上田バスはすぐ

に運行を行っていただき、好印象を持っている。 

  ・バス車両について小型化を進めることによって、運転手からしてみても運行が楽になり、応募者が増

えるのではないか。 

  ・蛇沢の細い道も大型バスが運行しており、運転手は非常に大変だと思う。   

  ・運賃について、現在は運賃低減バスが導入されているが、低減前の運賃は距離により極端に値上がり

していた。 

  ・青木線では上田原駅前や川辺農協前の停留所で一気に運賃が上がっていた。 

  ・そのため、青木線の中間地である小泉などの方が、かなりバスを利用しなくなったと思う。 

  ・ゾーン制運賃については 10 月から経過措置を設けずに 1,000 円にしてもいいと思う。 

  ・夕方、青木の温泉へ行くことがあるが、ほとんど利用者がいない。 

  ・慈善事業もいいが、ある程度のところではっきりやっていかなければならないと思う。 

  ・最近、公共交通と暮らしのガイドというものが配布されたが、運賃についての記載がない。また、通

勤定期についても記載がない。 

  ・青木村に事業所がある会社の社宅が市内にできたが、その方たちに公共交通を利用していただければ
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かなり違う。 

  ・運送事業や交通政策に関して、商工会議所が関わっていないことが一番の問題だと思う。 

  ・私は約 8 年間、月 1 回はバスを仕事で利用してきた。 

  ・今は観光客を当てにするのではなく、大人が利用しなければならない。 

  ・市、県の職員が率先してバスに乗るということを実践していただきたい。 

  ・八十二銀行は約 50 年以上前から公共交通機関を最優先で利用している。 

  ・まずは市の職員が公共交通を利用し、通勤定期を大幅に増やす。そして福利厚生費を減らすというこ

とをすべき。 

  ・環境問題も解決できる。 

⇒〇上田バス株式会社 新井取締役乗合部長 

  ・先ほど豊殿線の蛇沢区間についてご指摘をいただいた。 

  ・車両の配車について、豊殿線は優先的に小型車両を割り当てている。 

  ・しかし、豊殿線のみを運行していれば小型車両で問題ないが、豊殿線を運行した後に他の路線も同じ

ドライバーが運転することになるため、中型車両が利用されることもある。 

  ・ただ、該当区間は非常に狭い区間であるため、ルートの見直しも含めて検討を行っていきたい。 

⇒〇上田市 交通政策課 坂口補佐 

  ・ゾーン制運賃について、事業者からも一気に上げてはどうかと話があったが、利用者には劇的な変化

となってしまうため、経過措置を設けた。 

  ・徐々に運賃を上げていく中で、運賃は上がるものであるということも考えていただければと思う。 

  ・川西公民館にて説明会を開催した際にも、青木村の事業所に関係する意見があり、そちらは交通渋滞

に関連するものであった。 

  ・本計画を共同で実施する青木村と共に、今後バス事業者も含めて協議を進め、できる限り公共交通の

利用を視野に入れたお願いをしていきたいと考えている。 

⇒〇上田市 交通政策課 横沢課長 

  ・商工会議所は内部に交通観光サービス部会があり、そこには交通事業者も参画している。 

  ・本部会にて上田市総合計画の策定に係る意見交換を行っており、商工会議所も一緒になって公共交通

等の検討を行っていただいていると考えている。 

  ・市職員の通勤について、運賃低減バス運行事業が始まった平成 25 年 10 月に、月 3 日職員が公共交通を利

用するという呼びかけがあったということを記憶している。 

  ・しかし、どうしても強制、呼びかけといった形となると長続きしない。 

  ・ただ、何もやっていないというわけではなく、信州スマートムーブ通勤ウィークに市として参加して 

いる。 

・また、職員の中でも路線バスの状況が厳しいということは共通認識として広まってきており、実際、

職場が異動になった時点で自主的に路線バスの定期券を購入するという職員も徐々に増加してきてい

る。 

・いわゆるモビリティマネジメントになるが、強制ではない自主的に長く続く取組にしていきたいと考

えている。 

 

●参加者 

  ・今回の説明で路線バスの運行維持を目指しているということが理解できた。 

  ・その中で、運行ルートなども利便性が高くなると思うが、バスに乗る習慣がなければ、今後も乗らない

人が多いと思うため、バス乗車が習慣になるような工夫やモビリティマネジメントを行っていただきたい。 
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  ・バスに乗るとこんないいことがあるという動機づけ情報を発信していただきたい。 

  ・栃木県小山市ではバス利用者を 3倍にしたという実績もあるため、是非ご検討いただきたい。 

  ・説明資料の中で公共交通の必要性について触れているが、もっとあると思う。 

  ・マイカー利用が健康を害するということは証明されているため、歩きたくなる街づくりという視点で、公

共交通と歩く、また、自転車で暮らせる魅力を伝えることが必要だと思う。 

  ・富山市では高齢者の医療費が 7億 9000万円削減できたという調査がある。 

・また、交通事故、渋滞の減少、CO2の削減にもつながる。 

・環境政策課や健康推進課とも是非連携をしていただきたいと思う。 

・また、説明いただいた事業を 5年間行うことで、そのあとも公共交通が持続可能になるのか心配である。 

・現状、約 1 億円の赤字がある中でそれを解消できる見込みなのか、どういったバランスで維持をしていく

のか。 

・世界中のセオリーとして公設民営化が行われている中で、上田市においても松本市が始めたような取組を

検討していくのかお伺いしたい。 

⇒〇上田市 交通政策課 横沢課長 

・動機付けについてだが、今回の事業の根幹として、利用するものがなくなってしまっては利用を呼び掛け

ても無駄になってしまうということがある。 

・実際、バス事業者からも路線バスから撤退したいという申し出もあったことは事実である。 

・そのため、まずは路線バス、鉄道を残していくということが根底にある。 

  ・モビリティマネジメントについても、このベースの部分を行政が担保していくことが大前提であり、利用

者の増加については、今後皆様と一緒に考えさせていただければと思う。 

  ・公共交通の必要性については、上田市地域公共交通計画内にはウェルビーイングという形で、ご指摘いた

だいた事項を記載している。 

  ・いわゆるクロスセクター効果についても念頭に置いているところである。 

  ・福島大学吉田先生の言葉をお借りすると、公共共通には「都市戦略としての地域公共交通」と「生活支援と

しての地域公共交通」の 2面性があり、この 2つの面を多くの自治体は一緒のものとして考えているため、

なかなか問題の解決が進んでおらず、これらは別々に考えるべきとおっしゃっている。 

  ・我々が行うべきものは「都市戦略としての地域公共交通」であり、事業者と協議を行い、どういった交通形

態にしていくのかというところが問われている。 

  ・生活支援の部分については、通学補助や高齢者の方の支援などいろいろな側面があり、交通政策課だけで

は行うことができないため、他部局や地域の方と連携して実施する必要がある。 

  ・今回実施する利便増進事業については、「都市戦略としての地域公共交通」ということでご理解いただきた

い。 

  ・持続可能な事業になっているのかという点について、現在最大の課題になっている部分は路線バスを運行

すればするほど赤字になるということである。 

  ・資料の中で赤字額が約 1 億円とお示ししたが、昨年度減便が実施され、経費が削減されたため、令和 6 年

度の赤字額はここまで大きくならないと考えている。 

  ・運賃の見直しによる収益の増加と市支援額の増額によって、赤字の解消を目指すことが今回の事業の大前

提である。 

  ・行政としても財源が限られている中で、国の制度を最大限有効活用し支出を増やさないというところも大

きなポイントであると考えており、限られた財源で組み立てられる内容となっている。 

  ・松本市のエリア一括協定運行事業は、本事業の先にあると考えているが、そうすると完全にバスの委託化

が行われるため、まずは事業者がバスを運行できる体力を維持しながら、できることから実施していくこ
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とを考えている。 

   

●参加者 

  ・福祉施設の職員をしているが、事業所に来る際に高齢の親御さんに送迎していただいて何とか通って

いるという方がいる。 

  ・しかし、親御さんが病気になってしまい、事業所に来ることが困難になるという方がたくさんいる。 

  ・ほかの事業所でも同様のことが起きており、送迎スタッフの確保等に苦慮している。 

  ・人口の 2～3 割の方が運転できないとの説明があったが、実際にかなりの方が移動の自立が難しい状

況であると実感している。 

  ・神奈川で暮らしていた際は、バスでの移動を当たり前のツールとして利用していたため、バスに対す

るハードルが低かったが、上田に来てみてバスを使うことに対するハードルが高いことに驚いた。 

  ・富山市では公共交通が整備されたことで、今まで利用していなかった方や高齢者の方が、友達が増え

たというアンケート結果もあるようである。 

  ・公共交通が整うことで暮らしが豊かになるということが、教育の視点でももっと知られていくことが

重要であるということを、上田ビジョン研究会の中でも学んだ。 

  ・高校生や障害のある方たちへ今回のような説明の機会はあるのか。 

⇒〇上田市 交通政策課 坂口補佐 

  ・高校生とは座談会を開催しており、地域の高齢者の方とは出前ときめきのまち講座を通して、意見交

換を行わせていただいている。 

  ・市としてもこういった機会を通して皆様と意見等感を行わせていただき、よりよい公共交通を考えて

いきたいと考えている。 

  ・ぜひ出前講座開催の依頼などお気軽にお声がけいただければと思う。 

 

●参加者 

  ・バスの運転体験ができる会社説明会について、6月に開催されるとのことだが、その詳細がホームぺ 

ージに公開されていないため、情報発信をお願いしたい。 

  ・神川地域の地域主体型交通について、1 人 2,000 円の負担で、あとは市のまちづくり支援金やまちづ

くり委員会からの負担金でタクシーが安く利用できるという理解でよいか。 

  ・資料内に EBPMの手法を用いたバス路線の構築の研究とある。 

  ・路線バスのルートは昔から変わっていないところが多いため、現在の上田市の人口分布を見ていくと

最適でない可能性もある。 

  ・そういったことについても早めに着手していったほうがよいと思う。 

  ・そのあたりの取組や今後何が進められそうなものがあるかもお伺いしたい。 

⇒〇上田市 交通政策課 坂口補佐 

  ・バスの運転体験ができる会社説明会については、開催の約 1か月前に市のホームページへ掲載させて

いただく。 

  ・神川地域の地域主体型交通については、ご意見のとおり 1 人 2,000 円を登録料として支払っていただ

く。 

・その後、申請者数に応じて 1 枚 500 円の券を何枚か配布をし、1 乗車 500 円もしくは 1,000 円までご利用

いただき、残りの差額は本人負担となる仕組となっている。 

  ・市のタクシー利用補助券と同様の利用方法となっている。 
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⇒〇上田市 交通政策課 横沢課長 

  ・EBPMについてはすぐに着手できるところがない状況ではあるが、職員が持つべき視点であるため記載

をさせていただいた。 

  ・神戸市では EBPMに基づく路線バスの見直しを検討している。そういった事例を参考にしつつ、今後取

り組んでいきたい。 

  ・また、TicketQR の OD データ（乗降データ）も令和 2 年から蓄積されているため、こういったデータ

の可視化も進めていく予定である。 

 

  ●参加者 

  ・公共交通を維持していくために、市民に対して公共交通税を課すのはどうか。 

・それを財源とし、公共交通で行ける商店や病院と連携して、割引サービスを行う。 

  ・こういった取組ができれば、公共交通を利用したほうが得であり、利用者が増えると思う。 

  ・また、実施する場合はどれくらいの規模感で行うか、また、市民に対する訴求力も重要となる。 

  ・実質的には公共交通を利用することで市民に還元される金額が交通税と同程度か、公共交通維持をよ

り強化していくなら交通税以上になるような設計がよいと思う。 

  ・また、超過した市民への還元と不足する税金の差分を埋めるために、クラウドファンディングや、ふ

るさと納税を活用するという考えもある。 

  ・例えば上田市に寄付をした方や組織には、3～5年程度の公共交通や飲食店、医療費のフリーパスのよ

うなものを発行するなど。 

  ・運転手不足については、昔、介護職員とボディビルダーとの関係について話を聞いたことがある。 

・内容は人手不足の介護事業者が、ジム代の補助を行ったところ、人手が充足したというもの。 

  ・また、ボディビルダーは性格的にも真面目な方が多く、戦力になる。 

  ・そのほかにも、髪色の制限をすると若者の就職の際に選ばれにくくなるということもあるようである。 

  ・親の介護や子供の面倒を見るといったことで、運転手をあきらめる方もいると思うため、そのあたり

の解決も必要となってくる。 

  ・路線の運行ルートについては、アンケートを実施し、回答いただいた方には公共交通の乗車券を配る

などもよいかもしれない。 

  ・よくバス、鉄道を利用するが、運賃を是非上げてほしい。逆に運賃が安いと不安になってしまう。 

⇒〇上田市 交通政策課 横沢課長 

  ・交通税については滋賀県で導入が検討されている。 

  ・長野県では宿泊税が導入されようとしているため、それが交通にも恩恵があるかというところ注視し

ていきたいと思う。 

  ・アンケートについても利用者の生の声を聞き取る手段として非常に有効だと考えている。 

  ・今後も様々なご意見をいただきながら、事業を進めていきたい。 

 

 

６ 閉   会（上田市 交通政策課 横沢課長） 

 

 

 


